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卯
槌
に
つ
い
て
　

　
　

大
石
泰
夫

　
　
　

序

　

日
本
古
代
の
宮
廷
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
正
月
初
卯
の
日
の
行
事
が
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
儀
礼
に
は
〈
卯
槌
〉
と
い
う
も
の
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
〈
卯
槌
〉
は
、
中
国
伝
来
の
も
の
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
、『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
に
は
そ
の
民
俗
が
、
宮
廷
儀
礼

と
し
て
で
は
な
く
、
貴
族
た
ち
の
個
人
的
な
慣
習
と
し
て
定
着
し
て
い
る

記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

東
京
都
江
東
区
亀
戸
天
神
社
に
は
、
境
内
に
御
嶽
神
社
が
鎮
座
し
、
正

月
初
卯
の
日
に
〈
初
卯
祭
〉
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
祭
神
は
菅
原
道
真
の

教
学
・
御
祈
の
師
、比
叡
山
延
暦
寺
第
十
三
代
座
主
法
性
坊
尊
意
僧
正
で
、

〈
卯
の
日
の
卯
の
刻
〉
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
〈
卯
の
神
〉
と
さ
れ
、

当
日
は
〈
卯
の
神
札
〉
と
〈
卯
槌
〉
が
授
与
さ
れ
て
い
る（

1
（

。
た
だ
し
、
こ

の
祭
り
に
は
い
ろ
い
ろ
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

刊
『
東
都
歳
事
記
』
に
よ
る
と
、
賑
わ
う
境
内
の
記
述
と
絵
と
と
も
に
、

「
又
二
の
卯
三
の
卯
も
是
に
同
じ
。
詣
人
神
符
を
受
て
髻
に
挾
て
歸
る
。

餅
或
は
土
を
以
て
團
子
と
し
、
五
彩
に
色
ど
り
、
大
な
る
柳
に
つ
け
繭ま
い

玉た
ま

と
號
け
售
ふ
。
又
天
保
二
卯
年
よ
り
卯
杖
卯
槌
を
鬻ひ
さ

ぐ
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
初
卯
の
み
な
ら
ず
二
の
卯
三
の
卯
の
日
に
も
多
く
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の
参
詣
者
が
あ
っ
た
こ
と
、
も
と
は
色
と
り
ど
り
の
土
団
子
を
柳
に
つ
け

た
繭
玉
を
授
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、〈
卯
杖
〉
と
〈
卯
槌
〉

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
こ
と
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
は
現
在
の
〈
卯
の
神
札
〉
で
は
な
く
、〈
卯

杖
〉
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る（

2
（

。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
春

陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
若
月
紫
蘭
著
『
東
京
年
中
行
事
』
に
は
、

　
　

�　

初
卯
の
日
に
亀
戸
の
天
満
宮
へ
参
る
と
、
卯
杖
と
卯
槌
の
二
つ
を

拝
殿
で
頒わ
か

っ
て
居
る
。
明
治
二
十
四
、五
年
頃
の
『
風
俗
画
報
』
に

よ
る
と
近
頃
は
な
い
よ
う
で
あ
る
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
は
こ
れ
を

売
る
こ
と
が
途
絶
え
て
居
て
、
近
頃
ま
た
復
活
さ
れ
た
の
で
あ
る
ら

し
い
。

　
　

�　

卯
槌
と
い
う
の
は
径
七
分
長
さ
五
寸
位
の
木
を
八
角
に
削
っ
て
、

こ
れ
に
青
赤
の
絵
の
具
と
墨
と
素ご

粉ふ
ん

と
を
用
い
て
松
竹
梅
を
画
き
、

一
端
に
紅
白
の
紙
を
重
ね
て
、五
色
の
糸
で
こ
れ
を
結
ん
だ
も
の
で
、

卯
杖
は
長
さ
三
尺
許ば
か
り

の
黒
竹
の
一
端
を
卯
槌
と
同
じ
紅
白
の
紙
に

て
包
み
、
矢
張
り
五
色
の
糸
で
結
ん
だ
も
の
で
あ
る（

（
（

。

と
記
さ
れ
、〈
卯
杖
〉
と
〈
卯
槌
〉
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

み
る
と〈
卯
槌
〉に
つ
い
て
は
今
日
の
形
状
と
よ
く
似
て
い
る
が
、〈
卯
杖
〉

は
今
日
の
〈
卯
の
神
符
〉
と
は
ま
っ
た
く
形
状
を
異
に
し
て
い
る（

4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
亀
戸
天
神
社
に
伝
わ
る
〈
卯
槌
〉
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ

も
幕
末
に
始
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
そ
れ
が
今
日
に
至
る
間
に
も
何
度

か
の
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
日
、〈
初
卯
祭
〉
自
体
を

伝
え
る
神
社
は
多
く
は
な
い
が
、『
東
都
歳
事
記
』
は
江
戸
府
内
の
こ
の

祭
り
を
伝
え
る
寺
社
を
い
く
つ
か
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、〈
初
卯
祭
〉
と
は
呼
ば
な
い
で
、
別
称
の
祭
り
の
中
で
、
明
ら

か
に
〈
卯
槌
〉
の
要
素
を
も
っ
た
護
符
や
縁
起
物
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事

例
が
日
本
全
国
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
を
鑑
み
れ
ば
、
古
代
日
本
の
宮
廷
儀
礼
と
し
て
伝
え
ら

れ
た
〈
卯
杖
〉〈
卯
槌
〉
と
い
う
民
俗
が
、
形
を
変
え
、
再
解
釈
さ
れ
な

が
ら
新
た
に
祭
り
の
中
に
再
生
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
今
日
伝
承
さ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
視
点
で
〈
卯
槌
〉
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
古
代
の
卯
槌
⑴
―
宮
廷
儀
礼
と
し
て
―

　

日
本
の
古
代
の
正
月
初
卯
の
日
の
宮
廷
儀
礼
と
し
て
、
一
般
に
辞
書
な

ど
で
〈
卯
槌
〉
は
〈
卯
杖
〉
と
と
も
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
史
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書
等
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
〈
卯
杖
〉
が
中
心
で
、
本
稿
は
〈
卯
槌
〉
を

論
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
問
題
の
前
に
〈
卯
杖
〉
に
つ
い
て
記
述

し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
〈
卯
杖
〉
の
初
出
は
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
三
年
（
六
八
九
）
条
で
、

「
乙
卯
、
大
學
寮
獻
二
杖
八
十
枚
一
。」
と
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
正

月
初
卯
の
日
に
〈
杖
〉
を
献
じ
る
と
い
う
記
述
は
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）

（『
続
日
本
後
紀
』）、
承
和
三
、五
年
（
八
三
六
、八
）（『
続
日
本
後
紀
』）

と
散
見
さ
れ
、『
文
徳
実
録
』
に
は
五
回
、『
三
代
実
録
』
で
は
ほ
と
ん
ど

毎
年
の
よ
う
に
記
述
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
摂
関
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ

て
い
た
。
一
方
、
持
統
朝
の
後
の
『
続
日
本
紀
』
に
は
出
て
こ
な
い
が
、

正
倉
院
に
は
「
卯
杖
御
杖
机
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
卯
日
御

杖
机
覆　

天
平
宝
字
二
年
正
月
」
の
墨
書
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

卯
の
日
の
御
杖
を
献
じ
る
行
事
は
、
こ
の
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
頃

に
は
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。『
公
事
根
源
』
は
、

『
文
徳
実
録
』
の
仁
寿
二
年

（
八
五
二
）
の
例
が
〈
杖
〉
を

大
学
寮
か
ら
諸
衛
府
が
献
じ
る

こ
と
に
変
わ
っ
た
起
源
と
し
て

い
る
が
、
中
山
裕
は
『
内
裏
式
』

と
『
儀
式
』
の
記
述
を
挙
げ
て
、
仁
寿
二
年
以
前
に
儀
礼
的
に
整
え
ら
れ

て
い
た
と
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、『
建
武
年
中
行
事
』
に
も
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
江
戸
後
期
成
立
の
類
書
『
古
今
要
覧
稿
』
に
は
「
こ
の

儀
建
武
の
御
宇
ま
で
は
た
し
か
に
行
は
れ
た
れ
ど
も
、
い
つ
よ
り
た
え
に

な
ん
、
近
代
は
き
こ
え
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
宮
廷
儀
礼
と
し
て
の
正
月
初
卯
の
日
の
儀
礼
に
用
い
ら

れ
た
〈
杖
〉
に
つ
い
て
は
、
持
統
朝
に
淵
源
を
も
ち
、
中
世
期
ま
で
継
続

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

一
方
、〈
卯
槌
〉
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。〈
卯
槌
〉
に
つ
い
て
の
宮
廷

儀
礼
と
し
て
の
記
述
は
、
直
接
的
な
記
述
が
〈
杖
〉
の
よ
う
に
古
く
に
は

み
ら
れ
ず
、
平
安
時
代
後
期
の
有
職
故
実
書
『
江
家
次
第
』
に
正
月
初
卯

の
「
卯
杖
の
事
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

次
絲
所
進
二
卯
槌
一。
其
料
絲
卯
槌
。
御
机
組
。
幷
縫
二
覆
敷
一
料
十
兩

二
分
。
結
組
料
七
兩
二
分
。
已
上
申
二‒

請
納
殿
一。
蔵
人
取
レ
之
。
結
二

‒

付
晝
御
帳
懸
角
柱
一。
副
二‒

立
細
木
一
爲
レ
柱
。
槌
末
出
五
寸
許
可
レ
用
二

桃
木
一。
又
四
方
可
レ
削
。
近
代
丸
也
。
失
歟
。

と
い
う
よ
う
に
、〈
卯
槌
〉の
材
質
・
形
状
ま
で
が
細
か
に
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
次
に
〈
卯
杖
〉
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
初
卯
の
日
の
儀
礼
に
こ
の
二
つ

（図）左・剛卯　右・卯槌
（『古今要覧稿』）
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の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
〈
卯
杖
〉〈
卯
槌
〉
は
、『
西
宮
記
』
に
「
漢
官
儀
云
、

正
月
卯
日
、
以
二
桃
枝
一
作
二
剛
卯
杖
一
、
厭
レ
鬼
也
。」
と
あ
り
、『
江
家
次

第
』
に
は
「
漢
官
儀
云
、
正
月
卯
日
、
以
二
桃
枝
一
作
レ
杖
、
厭
二
惡
鬼
一
。」

と
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
出
典
と
さ
れ
る
『
漢
官
儀
』
は
、
後
漢

の
応
劭
が
建
安
元
年
（
一
九
六
）
に
献
帝
に
献
じ
た
漢
代
の
官
制
や
礼
儀

を
説
明
す
る
書
で
、『
隋
書
』経
籍
志
に
よ
れ
ば
全
十
巻
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
、
清
代
に
逸
文
蒐
集
が
行
わ
れ
、
今
日
で
は
二

巻
が
『
漢
官
六
種
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
引
用
し
た
逸
文
は

収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
日
本
に
伝
わ
る
『
漢
官
儀
』
逸
文
に
、〈
剛
卯
杖
〉
と
い

う
表
現
が
見
ら
れ
る
の
で
、
中
国
の
〈
剛
卯
〉
に
関
わ
る
次
の
説
明
が
、

初
卯
の
日
の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
〈
卯
杖
〉〈
卯
槌
〉
の
起
源
を
説
明
す

る
も
の
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

始
建
国
元
年
正
月
朔（
中
略
）今
百
姓
咸
言
、皇
天
革
レ
漢
而
立
レ
新
、

廃
レ
劉
而
興
レ
王
、
夫
劉
之
為
レ
字
卯
金
刀
也
、
正
月
剛
卯
金
刀
之
利

皆
不
レ
得
レ
行
。

　
　
　

�

服
虔
曰
、
剛
卯
以
二
正
月
卯
日
一
作
佩
レ
之
、
長
三
寸
、
広
一
寸
、

四
方
、
或
用
レ
玉
、
或
用
レ
金
、
或
用
レ
桃
、
著
二
革
帯
一、
佩
之
、

今
有
二�

玉
在
者
一、
銘
二
其
一
面
一
曰
二
正
月
剛
卯
一
金
刀
莽
所
レ
鋳
之

銭
也
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
漢
書
』
王
莽
伝

こ
の
記
述
は
、
王
莽
が
劉
氏
の
前
漢
を
滅
ぼ
し
た
時
に
劉
氏
を
忌
み
、
劉

氏
の
「
劉
」
は
「
卯
」「
金
」「
刀
」
の
三
字
か
ら
な
る
字
で
あ
る
の
で
こ

れ
を
嫌
い
、
卯
の
日
に
〈
剛
卯
〉
と
称
す
る
も
の
を
作
る
こ
と
を
禁
じ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る（

（
（

。

　

こ
れ
を
受
け
て
中
山
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

し
た
が
っ
て
わ
が
国
で
は
中
国
の
こ
の
風
習
が
、
卯
の
日
に
作
っ
た

杖
を
用
い
て
邪
気
を
は
ら
う
と
い
う
こ
と
に
転
化
し
て
ひ
ろ
く
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
中
山
の
見
解
は
今
日
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
『
漢
書
』
の
記
述
に
は
〈
杖
〉
と
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

し
か
も
服
虔
の
注
に
描
か
れ
る
〈
剛
卯
〉
は
大
き
さ
が
「
長
三
寸
、
広
一

寸
、
四
方
」
で
あ
る
。
ま
た
、
中
山
は
「
剛
卯
と
称
す
る
木
を
作
る
こ
と

か
ら
は
じ
ま
る
」
と
し
て
、
こ
の
伝
承
を
〈
杖
〉
と
結
び
つ
け
て
い
る
が
、

桃
で
も
作
ら
れ
て
は
い
る
が
「
佩
」「
玉
」「
金
」
で
も
作
ら
れ
る
と
記
さ
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れ
て
い
て
、〈
杖
〉
と
は
と
て
も
思
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、

中
国
で
は
装
飾
物
と
し
て
の
〈
剛
卯
〉
は
、
変
化
が
あ
る
が
西
周
時
代
か

ら
作
ら
れ
て
お
り
、
中
国
の
そ
れ
は
あ
く
ま
で
〈
杖
〉
で
は
な
い（

（
（

。
そ
し

て
、
形
状
か
ら
い
え
ば
、〈
剛
卯
〉
は
明
ら
か
に
〈
卯
槌
〉
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
中
国
か
ら
〈
剛
卯
〉
が
伝
わ
り
、
日
本
の
正
月
初
卯
の
日
の
儀
礼

の
祭
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、〈
卯
槌
〉な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、〈
卯
杖
〉〈
卯
槌
〉
が
、
ど
ち
ら
も
中
国
の
〈
剛
卯
〉
が
伝
来

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
故
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
前

掲
し
た
『
漢
官
儀
』
の
表
記
に
も
よ
る
が
、
六
国
史
の
記
述
に
現
わ
れ
て

い
る
。

　
　

・
已
卯
、
諸
衛
府
献

杖
逐
精
魅
也
。（
仁
寿
二
年
（
八
五
二
））

　
　
　
　
　

�

以
下
、「

杖
」
と
い
う
表
記
が
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）、

斉
衡
元
年
（
八
五
四
）、
同
三
年
（
八
五
六
）、
天
安
元
年

（
八
五
七
）
と
続
く
。

　
　

�

・
十
日
丁
卯
、
所
司
献
剛
卯
杖
。（
貞
観
元
年
（
八
五
九
））

　
　
　
　
　

�

以
下
、「
剛
卯
杖
」
と
い
う
表
記
が
、
仁
和
二
年
（
八
八
六
）

ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
使
わ
れ
て
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
『
文
徳
実
録
』、
後
者
に
つ
い
て
は
『
三
代
実
録
』
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
六
国
史
の
表
記
で
は
「
御
杖
」
あ
る
い

は
「
杖
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
前
者
と
後
者
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
表
記
に
書

き
換
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

前
者
の
「

杖
」
の
「

」
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
『
説
文
解
字
』

等
を
参
照
し
つ
つ
、〈
剛
卯
〉
の
こ
と
で
、「
正
月
卯
の
日
に
身
に
佩
び
て

邪
氣
を
祓
ふ
も
の
。
う
づ
ち
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、「

杖
」

「
剛
卯
杖
」
は
同
じ
語
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、〈
卯
槌
〉と〈
卯
杖
〉の
関
係
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

実
際
、
持
統
朝
以
降
、
卯
の
日
の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
の
は
〈
杖
〉
な
の

で
あ
り
、〈
卯
槌
〉
は
儀
礼
の
記
録
と
し
て
は
『
江
家
次
第
』
を
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
中
山
は
〈
剛
卯
〉
が
「
転

化
」
し
て
、〈
卯
杖
〉
に
な
っ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
日
中
比
較
民

俗
学
を
専
門
と
す
る
劉
暁
峰
は
、
中
国
の
〈
剛
卯
〉
と
日
本
の
〈
卯
杖
〉

の
相
違
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
そ
の
転
化
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る（
（1
（

。

　

筆
者
は
見
通
し
と
し
て
、〈
卯
杖
〉
は
〈
剛
卯
〉
と
直
接
関
係
は
な
く
、

こ
の
両
方
が
初
卯
の
日
の
儀
礼
の
祭
具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、

〈
剛
卯
〉
は
〈
卯
槌
〉
と
し
て
日
本
の
卯
の
日
の
儀
礼
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い（
（（
（

。

　

本
稿
は
あ
く
ま
で
〈
卯
槌
〉
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、〈
卯
杖
〉

に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
触
れ
ず
、
中
国
の
〈
剛
卯
〉
が
伝
来
し
て
〈
卯
槌
〉
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と
な
り
、
そ
れ
が
日
本
の
正
月
初
卯
の
日
の
儀
礼
と
し
て
定
着
し
た
も
の

と
い
う
前
提
で
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　

二
、
古
代
の
卯
槌
⑵
―
『
枕
草
子
』・『
源
氏
物
語
』
―

　

前
節
の
整
理
に
よ
っ
て
、
古
代
日
本
の
宮
廷
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い

た
初
卯
の
日
の
行
事
は
、〈
杖
〉
を
献
じ
る
儀
礼
と
し
て
の
記
載
が
史
書

や
儀
式
書
に
多
く
見
ら
れ
、
こ
れ
は
持
統
朝
か
ら
長
く
伝
承
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
扱
う
〈
卯
槌
〉
に
つ
い
て
は
、

平
安
後
期
の
『
江
家
次
第
』
に
記
さ
れ
る
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
し
、『
文
徳
実
録
』
で
は
「

杖
」、『
三
代
実
録
』
で
は
「
剛
卯
杖
」

と
表
記
さ
れ
、「

」「
剛
卯
」
は
〈
卯
槌
〉
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、『
江
家
次
第
』
は
、〈
卯
槌
〉
の
形
状
が
近
年
丸
く
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
お
り
、
こ
れ
が
ず
っ
と
以
前
か
ら
使
わ
れ
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
〈
卯
杖
〉〈
卯
槌
〉
が
宮
廷
の
儀
礼
だ
け
で
な
く
、
平
安
時
代
の
貴
族
た

ち
の
風
習
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
よ
く
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
で
あ
る
。

　
　

�

御
文
あ
け
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、
五
寸
ば
か
り
な
る
卯
槌
二
つ
を
、
卯

杖
の
さ
ま
に
、
頭か

し
ら

な
ど
を
包
み
て
、
山や
ま

橘
た
ち
ば
な、
日ひ

隠か
げ

、
山や
ま

菅す
げ

な
ど
、

う
つ
く
し
げ
に
飾
り
て
、
御
文
は
な
し
。「
た
だ
な
る
や
う
あ
ら
む

や
は
」
と
て
御
覧
ず
れ
ば
、
卯
杖
の
頭
包
み
た
る
小
さ
き
紙
に
、

　
　
　
　

�

山
と
よ
む
を
の
の
ひ
び
き
を
た
づ
ぬ
れ
ば
い
は
ひ
の
杖つ
ゑ

の
音お
と

に

ぞ
あ
り
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
八
三
段（
（1
（

）

こ
れ
は
長
保
元
年
（
九
九
九
）
正
月
一
日
乙
卯
に
、
中
宮
定
子
の
も
と
に

賀
茂
の
斎
院
か
ら
〈
卯
槌
〉
が
届
け
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。「
五
寸
ば
か

り
な
る
卯
槌
二
つ
」
を
、「
山
橘
・
日
隠
・
山
菅
」
な
ど
の
正
月
の
縁
起

物
で
き
れ
い
に
飾
り
、
歌
を
書
い
た
紙
で
「〈
卯
杖
〉
の
よ
う
に
」
頭
部

を
包
ん
だ
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
浮
舟
の
巻
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

正む

月つ
き

の
朔つ
い

日た
ち

過
ぎ
た
る
こ
ろ
、
渡
り
た
ま
ひ
て
、
若
君
の
年
ま
さ
り

た
ま
へ
る
を
も
て
あ
そ
び
う
つ
く
し
み
た
ま
ふ
、
昼
つ
方
、
小
さ
き

童わ
ら
は

、
緑
の
薄う
す

様や
う

な
る
包つ
つ
み

文ぶ
み

の
お
ほ
き
や
か
な
る
に
、
小
さ
き
鬚ひ
げ

籠こ

を
小
松
に
つ
け
た
る
、
ま
た
、
す
く
す
く
し
き
立た
て

文ぶ
み

と
り
そ
へ
て
、

奥あ
う

な
く
走
り
参
る
、
女
君
に
奉
れ
ば
、
宮
、

　
　
　
「
そ
れ
は
い
づ
く
よ
り
ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）
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こ
の
立
文
を
見
た
ま
へ
ば
、
げ
に
、
女
の
手
に
て
、

　
　
　

�

右
近�
年
あ
ら
た
ま
り
て
何
ご
と
か
さ
ぶ
ら
ふ
。
御
私
に
も
、
い
か

に
た
の
し
き
御
よ
ろ
こ
び
多
く
は
べ
ら
ん
。
こ
こ
に
は
、
い
と
め

で
た
き
御
住
ひ
の
心
深
さ
を
、
な
ほ
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
見
た
て
ま

つ
る
。か
く
て
の
み
、つ
く
づ
く
と
な
が
め
さ
せ
た
ま
ふ
よ
り
は
、

時
々
は
渡
り
参
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御
心
も
慰
め
さ
せ
た
ま
へ
と
思

ひ
は
べ
る
に
、つ
つ
ま
し
く
恐
ろ
し
き
も
の
に
思
し
と
り
て
な
ん
、

も
の
う
き
こ
と
に
嘆
か
せ
た
ま
ふ
め
る
。
若
宮
の
御お

前ま
へ

に
と
て
、

卯
槌
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ふ
。
大
き
御
前
の
御
覧
ぜ
ざ
ら
ん
ほ
ど
に
、

御
覧
ぜ
さ
せ
た
ま
へ
と
て
な
ん
。

　
　

�

と
、
こ
ま
ご
ま
と
言こ
と

忌い
み

も
え
し
あ
へ
ず
、
も
の
嘆
か
し
げ
な
る
さ
ま

の
か
た
く
な
し
げ
な
る
も
、
う
ち
返
し
う
ち
返
し
あ
や
し
と
御
覧
じ

て
、
匂
宮
「
今
は
の
た
ま
へ
か
し
。
誰
が
ぞ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
中
の

君
「
昔
、
か
の
山
里
に
あ
り
け
る
人
の
む
す
め
の
、
さ
る
や
う
あ
り

て
、
こ
の
ご
ろ
か
し
こ
に
あ
る
と
な
む
聞
き
は
べ
り
し
」
と
聞
こ
え

た
ま
へ
ば
、
お
し
な
べ
て
仕
う
ま
つ
る
と
は
見
え
ぬ
文ふ
み

書が

き
を
心
得

た
ま
ふ
に
、
か
の
わ
づ
ら
は
し
き
こ
と
あ
る
に
思
し
あ
は
せ
つ
。
卯

槌
を
か
し
う
、
つ
れ
づ
れ
な
り
け
る
人
の
し
わ
ざ
と
見
え
た
り
。
ま

た
ぶ
り
に
、
山や
ま

橘
た
ち
ば
な

作
り
て
、
貫つ
ら
ぬ

き
そ
へ
た
る
枝
に
、

　
　
　
　

�

浮
舟�

ま
だ
古ふ

り
ぬ
も
の
に
は
あ
れ
ど
君
が
た
め
ふ
か
き
心
に
ま

つ
と
知
ら
な
ん（

（1
（

こ
れ
は
匂
宮
と
中
君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
若
君
の
も
と
に
、
中
君
の
異
母

兄
弟
の
浮
舟
か
ら
、
年
頭
に
誕
生
祝
い
と
し
て
〈
卯
槌
〉
が
届
け
ら
れ
た

場
面
で
あ
る
。〈
卯
槌
〉
は
「
小
さ
き
鬚
籠
を
、
小
松
に
つ
け
た
る
」
も

の
で
、
小
松
の
「
ま
た
ぶ
り
に
、
山や
ま

橘
た
ち
ば
な

作
り
て
、
貫つ
ら
ぬ

き
そ
へ
た
る
枝
に
」

歌
を
添
え
て
送
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
歌
は
、
若
君
の
千
代
の
御
栄
え

を
、
松
に
添
え
て
祈
念
す
る
と
い
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
卯

の
日
の
呪
物
で
あ
る
〈
卯
槌
〉
は
、
誕
生
祝
い
の
贈
り
物
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
〈
卯
槌
〉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
様
化
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
次
の
段
が
よ
く
引
か
れ
る
。

　
　

�

正
月
十
余よ

日ひ

の
ほ
ど
、（
中
略
）
え
せ
者
の
家
の
あ
ら
畑
と
い
ふ
も

の
の
、
土
う
る
は
し
う
も
な
ほ
か
ら
ぬ
、
桃
の
木
の
若
立
ち
て
、
い

と
し
も
と
が
ち
に
さ
し
出い

で
た
る
、（
中
略
）
髪
を
か
し
げ
な
る
童わ
ら
は

の
、
袙あ
こ
め

ど
も
ほ
こ
ろ
び
が
ち
に
て
袴は
か
ま

萎な

え
た
れ
ど
、
よ
き
袿う
ち
き

着

た
る
三
、四
人
来
て
、「
卯
槌
の
木
の
よ
か
ら
む
切
り
て
お
ろ
せ
。
御お

前ま
へ

に
も
召
す
」
な
ど
言
ひ
て
、
お
ろ
し
た
れ
ば
、
ば
ひ
し
ら
が
ひ
取

り
て
、
さ
し
仰あ
ふ

ぎ
て
、「
わ
れ
に
お
ほ
く
」
な
ど
言
ひ
た
る
こ
そ
を
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か
し
け
れ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
枕
草
子
』
第
一
三
八
段（

（1
（

こ
の
記
述
か
ら
は
、〈
卯
槌
〉
を
作
る
た
め
に
、
競
っ
て
桃
の
木
の
枝
が

刈
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
に
出

て
く
る
〈
卯
槌
〉
の
形
状
は
、〈
剛
卯
〉
と
は
少
し
異
な
る
が
、
桃
の
木

で
作
る
カ
ラ
フ
ル
な
小
型
の
呪
物
で
あ
る
。

　
『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
の
こ
う
し
た
事
例
を
見
る
と
、
一
〇
〇
〇
年

前
後
の
皇
族
と
貴
族
の
間
に
は
、〈
卯
槌
〉
が
年
頭
の
卯
の
日
の
呪
物
と

し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測

で
き
る
の
は
、〈
卯
槌
〉
と
〈
卯
杖
〉
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
て
、〈
卯

槌
〉
は
〈
卯
杖
〉
の
よ
う
に
早
く
か
ら
宮
廷
儀
式
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
摂
関
政
治
全
盛
時
に
は
皇
族
と
貴
族
の
生
活
の
中
に

定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
民
俗
伝
承
と
し
て
の
卯
槌
―

　

前
節
に
お
い
て
平
安
時
代
の
〈
卯
槌
〉
に
つ
い
て
述
べ
た
わ
け
で
あ
る

が
、〈
卯
杖
〉
に
つ
い
て
は
宮
廷
儀
礼
と
し
て
も
神
社
の
祭
り
と
し
て
も

伝
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
が（
（1
（

、
管
見
で
は
〈
卯
槌
〉
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
事

例
を
確
認
で
き
な
い
。
本
稿
の
冒
頭
に
、『
東
都
歳
事
記
』
と
『
東
京
年

中
行
事
』
と
に
記
さ
れ
た
東
京
の
正
月
初
卯
の
日
の
祭
り
の
〈
卯
槌
〉
と

〈
卯
杖
〉
の
伝
承
を
記
し
た
。
前
者
に
よ
れ
ば
、
今
日
亀
戸
天
神
社
に
伝

え
ら
れ
る
〈
卯
槌
〉
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
始
ま
っ
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
正
月
初
卯
の
祭
り

は
、
民
俗
伝
承
と
し
て
の
定
着
を
示
し
た
が
、〈
卯
槌
〉
に
つ
い
て
は
同

様
に
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
た
資
料
に
よ
る
と
、〈
剛
卯
〉
と
〈
卯

槌
〉
に
共
通
す
る
の
は
、
多
角
形
に
削
っ
た
数
寸
の
大
き
さ
の
も
の
を
中

心
に
作
ら
れ
て
い
て
、
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
り
、
色
糸
を
通
し
た
り
、

木
の
枝
を
飾
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

柳
田
國
男
が
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
『
郷
土
研
究
』
に
紹
介
し
た

こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
「
諸
國
風
俗
問
状
」
に
は
、「
二
七　

卯
杖
・
卯

槌
な
ど
の
類
有
之
候
哉
」
と
あ
り
、
こ
の
民
俗
の
存
在
を
全
国
に
問
い
合

わ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
（
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
頃
）
の
江
戸
に
は
、
こ
の
民
俗
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
状
を
発
し
た
屋
代
弘
賢
は
、
こ
の
後
に
幕

命
に
よ
り
、古
今
の
文
献
を
渉
猟
し
て『
古
今
要
覧
稿
』の
編
纂
に
か
か
っ

た
人
物
で
あ
る
の
で
、
文
献
上
の
知
識
で
問
状
を
記
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。そ
し
て
、こ
の〈
卯
杖
〉〈
卯
槌
〉の
問
状
に
対
す
る
答
え
と
し
て
は
、

今
日
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
も
、
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
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長
さ
約
七
セ
ン
チ
、
径
約
五
セ
ン
チ
の
八
角
形
の
木
製
の
も
の
で
あ
る
。

　

岩
手
県
内
に
は
年
頭
に
〈
蘇
民
祭
〉
と
呼
ば
れ
る
祭
り
が
、
現
行
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
十
箇
所
、
廃
絶
し
た
も
の
で
二
十
箇
所
伝
え
ら
れ
て

い
る（
（1
（

。
こ
の
祭
り
に
は
、〈
蘇
民
袋
の
争
奪
〉
と
い
う
次
第
が
あ
っ
て
、

こ
の
蘇
民
袋
に
は
〈
親
札
〉
と
〈
コ
マ
木
〉
の
二
種
類
の
呪
物
が
入
れ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
行
わ
れ
る
社
寺
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
を
し
て
い
る

が
、〈
親
札
〉
と
〈
コ
マ
木
〉
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、

一
つ
は
板
に
文
字
を
記
し
た
タ
イ
プ
、
も
う
一
つ
は
円
柱
や
四
角
柱
・
五

角
柱
・
八
角
柱
な
ど
の
形
状
の
も
の
で
あ
る
。〈
親
札
〉
の
後
者
の
タ
イ

プ
は
、
亀
戸
天
神
社
の
〈
卯
槌
〉
に
よ
く
似
た
形
状
を
し
た
も
の
で
、〈
コ

マ
木
〉
の
後
者
は
八
坂
神
社
の
蘇
民
将
来
の
呪
物
に
似
て
い
る
。
奥
州
市

黒
石
寺
の
蘇
民
祭
で
は
、
五
角
に
削
っ
た
ヌ
ル
デ
（〈
カ
ツ
ノ
木
〉
と
呼

い（
（1
（

。

　

し
か
し
、「
諸
國
風
俗
問
状
答
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
注
目
し
て
み
た

い
報
告
が
あ
る
。

　
　

�

蘇
民
将
来
の
札
は
年
の
内
に
神
職
の
も
と
よ
り
贈
て
、
た
ら
う
の
木

を
た
て
一
寸
五
分
四
方
の
幅
五
六
分
ば
か
り
に
切
り
、
上
下
に
糸
を

通
し
、
紙
も
て
男
子
は
白
く
、
女
子
は
五
色
の
総
を
下
に
付
、
蘇
民

将
来
の
子
孫
也
と
書
、
上
の
糸
を
わ
ら
は
の
衣
の
背
縫
の
通
り
に
縫

付
て
き
せ
侍
り
。　
　
　
　
　
　
　
「
越
後
国
長
岡
領
風
俗
問
状
答（
（1
（

」

　
　

�

村
里
に
よ
り
稀
に
有
之
候
。
札
の
長
さ
一
寸
六
七
分
、
幅
二
三
分
、

内
に
秘
符
有
之
。
巻
封
に
し
て
、
表
に
蘇
民
将
来
の
子
孫
と
申
文
字

御
座
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
備
後
国
福
山
領
風
俗
問
状
答（
（1
（

」

こ
れ
は
問
状
で「
一　

元
日
」の
項
目
と
し
て
、「
蘇
民
将
来
の
札
の
有
無
」

を
尋
ね
た
こ
と
に
つ
い
て
の
回
答
で
あ
る
。
し
か
し
、
回
答
と
し
て
寄
せ

ら
れ
た
の
は
、〈
卯
槌
〉〈
剛
卯
〉の
形
状
に
似
た
蘇
民
将
来
の
呪
物
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。「
蘇
民
将
来
の
子
孫
」
と
記
さ
れ
た
呪
物
と
い
う
と
、
京

都
祇
園
祭
の
際
に
祭
り
に
奉
仕
す
る
人
た
ち
が
身
に
つ
け
る
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
も
〈
卯
槌
〉
の
形
状
に
よ
く
似
て
い
る
。
八
坂
神
社
の
そ
れ
は

（写真１）
黒石寺蘇民祭のコマ木
（黒石寺提供）

（写真２）
毛越寺蘇民祭のコマ木
（千葉周秋氏提供）
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ん
で
い
る
）
の
木
を
径
七
分
、
長
さ
一
寸
二
分
に
切
り
、
一
面
ご
と
に
「
蘇

民
」「
将
来
」「
子
孫
」「
門
戸
」「
也（
★
）」と
書
い
た
も
の
が〈
コ
マ
木
〉

で
、
こ
れ
を
五
升
袋
に
入
れ
た
も
の
が
争
奪
す
る
蘇
民
袋
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
〈
コ
マ
木
〉
は
〈
剛
卯
〉
が
起
源
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る

よ
う
で
あ
る（
11
（

。

　

も
う
一
つ
こ
の
〈
蘇
民
祭
〉
で
注
目
し
た
い
の
は
、
杖
の
形
状
の
呪
物

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
黒
石
寺
の
蘇
民
祭
で
は
〈
お
立
て
木
〉
と

呼
ば
れ
る
も
の
を
作
る
。
山
で
柴
木
を
伐
っ
て
き
て
、
こ
れ
を
三
十
セ
ン

チ
ほ
ど
に
束
ね
、
こ
れ
を
四
、五
十
束
作
っ
て
、
径
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

円
形
に
ま
と
め
る
。
こ
の
外
側
を
太
め
の
木
で
包
む
よ
う
に
囲
ん
で
、
縄

を
通
常
は
十
二
回
閏
年
は
十
三
回
廻
し
て
固
め
る
。
門
屋
光
昭
は
、
こ
の

〈
お
立
て
木
〉
を
北
上
市
内
な
ど
で
み
ら
れ
る
〈
一
本
門
松
〉
と
同
じ
も

の
だ
と
解
釈
し
て
い
る（
1（
（

。
ま
た
、〈
打た
ち
き
り人

〉〈
祓は
ら
い
と人

〉
と
呼
ば
れ
る
行
列
の

お
渡
り
の
警
護
に
あ
た
る
人
た
ち
は
、〈
手て

木ぎ

〉（
ま
た
は
〈
式し
き

棒ぼ
う

〉）
と

呼
ば
れ
る
棒
を
も
つ
。〈
打
人
〉
用
の
も
の
は
、
太
さ
五
セ
ン
チ
、
長
さ

九
十
セ
ン
チ
で
三
分
の
二
の
長
さ
の
皮
を
は
ぐ
。〈
祓
人
〉
用
は
太
さ
四

セ
ン
チ
、
長
さ
四
十
五
セ
ン
チ
で
同
様
に
皮
を
は
ぐ
。
ど
ち
ら
も
〈
カ
ツ

ノ
木
〉
で
作
ら
れ
、
前
者
は
四
本
、
後
者
は
四
〇
〇
本
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
警
護
棒
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
邪
気
を
祓
う
呪
物
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
み
て
き
た
よ
う
に
、
岩
手
の
年
頭
に
行
わ
れ
る
〈
蘇
民
祭
〉

の
呪
物
に
は
、
初
卯
の
日
の
祭
り
の
〈
卯
槌
〉〈
卯
杖
〉
に
似
た
よ
う
な

も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

岩
手
の
〈
蘇
民
祭
〉
は
神
社
で
も
寺
で
も
、
祭
神
・
本
尊
・
宗
派
に
関

係
な
く
行
わ
れ
、
共
通
す
る
の
は
年
頭
の
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
蘇
民
将
来
の
信
仰
自
体
が
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、

こ
こ
で
主
張
し
た
い
の
は
〈
蘇
民
祭
〉
と
〈
卯
槌
〉〈
卯
杖
〉
が
直
接
に

関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
岩
手
の
年
頭
に
行
わ
れ
る
〈
蘇
民
祭
〉

の
形
式
が
造
型
さ
れ
る
中
で
、〈
卯
槌
〉〈
卯
杖
〉
の
意
味
や
表
象
が
文
献

や
知
識
に
よ
っ
て
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
季
節
は
異

な
る
が
京
都
の
八
坂
神
社
の
護
符
な
ど
も
そ
の
影
響
の
一
つ
で
あ
ろ
う

し
、『
古
今
要
覧
稿
』
の
よ
う
な
文
献
の
影
響
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
こ
と
は
冒
頭
に
紹
介
し
た
亀
戸
天
神
社
の
初
卯
の
日
の
祭
り
に
、
幕

末
に
な
っ
て
〈
卯
槌
〉〈
卯
杖
〉
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
な
事

例
が
証
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

結

　

本
稿
で
は
、
冒
頭
に
現
在
亀
戸
天
神
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
正
月
初
卯
の

日
の
〈
初
卯
祭
〉
に
お
け
る
呪
物
の
〈
卯
槌
〉
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
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〈
卯
槌
〉
と
い
う
も
の
が
〈
卯
杖
〉
と
と
も
に
古
代
の
宮
廷
の
正
月
初
卯

の
日
の
祭
り
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
に
よ
れ

ば
宮
廷
の
皇
族
と
貴
族
た
ち
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
古
代
の
〈
卯
槌
〉〈
卯
杖
〉
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

伝
承
さ
れ
て
き
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
日
〈
初
卯
祭
〉
と
同
じ
年

頭
に
行
わ
れ
る
〈
蘇
民
祭
〉
の
〈
コ
マ
木
〉〈
手
木
〉
等
と
似
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
古
代
か
ら
絶
え
る
こ
と

な
く
伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

〈
蘇
民
祭
〉
は
年
頭
の
社
寺
の
祭
り
で
は
あ
る
が
、
初
卯
の
祭
り
と
は
別

の
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
呪
物
も
〈
蘇
民
祭
〉
の
論
理
の
中
で
機
能
し
て
い

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

東
京
湾
岸
に
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
に

基
づ
い
た
伝
説
と
、
そ
れ
に
因
む
祭
り
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
古

代
の
伝
承
が
そ
の
ま
ま
古
代
か
ら
の
祭
り
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
古
代
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
伝
承
が
、
後
に
祭
り
を
創
り
出
す

と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。そ
の
場
合
、直
接
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、

記
紀
と
い
う
文
献
に
基
づ
い
て
祭
り
が
創
り
出
さ
れ
た
り
、
本
来
別
の
祭

り
で
あ
っ
た
も
の
に
記
紀
に
基
づ
い
た
再
解
釈
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

お
そ
ら
く
、
岩
手
の
社
寺
の
年
頭
の
祭
り
で
あ
る
〈
蘇
民
祭
〉
が
創
ら

れ
て
ゆ
く
中
で
、〈
卯
槌
〉〈
卯
杖
〉
の
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
と
表
象
が
、
こ

れ
ら
の
祭
り
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）�

亀
戸
天
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

（
2
）�

朝
倉
治
彦
校
注
『
東
京
歳
時
記
』（
東
洋
文
庫
1（（
）、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、

三
六
～
八
頁
。

（
（
）�

朝
倉
治
彦
校
注
『
東
京
年
中
行
事
』
１
（
東
洋
文
庫
10（
）、
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
、

七
六
頁
。

（
４
）�（
（
）
前
掲
書
、
七
七
頁
。

（
（
）�

中
山
裕
「
卯
杖
」（『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
塙
選
書
（（
、
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
、

一
四
五
、六
頁
。

（
（
）�

屋
代
弘
賢
編
『
古
今
要
覧
稿
』
巻
第
五
十
事
令
部
（
西
山
松
之
助
・
朝
倉
治
彦
監

修
復
刻
版
第
一
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
一
年
、
七
五
四
～
七
六
〇
頁
）。
文
政
四

年
（
一
八
二
一
）
～
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
成
立
。

（
（
）�「
服
虔
曰
」
以
下
は
服
虔
の
注
釈
で
あ
る
が
、
剛
卯
の
形
状
等
を
把
握
す
る
の
に

有
益
で
あ
る
の
で
併
せ
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、
中
山
は
（
（
）
前
掲
書
に
お
い
て
、

こ
の
記
述
を
以
て
剛
卯
の
起
源
と
説
明
し
て
い
る
が
、劉
暁
峰
は「
卯
杖
考
」（『
古

代
日
本
に
お
け
る
中
国
年
中
行
事
の
受
容
』
桂
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
、

王
莽
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
習
俗
を
排
除
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
。（
（
）
の

勞
榦
の
論
文
な
ど
で
も
、
漢
代
以
前
の
剛
卯
の
存
在
は
明
ら
か
で
、
こ
の
劉
の
説

に
従
い
た
い
。

（
（
）�（
（
）
前
掲
書
、
一
四
四
頁
。

（
（
）�

勞
榦
「
玉
偑
與
剛
卯
」（『
勞
榦
学
術
論
文
集
』
甲
編
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
六



國學院雜誌　第 118 巻第 4号（2017年） ― 1（2 ―

年
）。

（
10
）�（
（
）
劉
前
掲
書
、
二
一
、二
頁
。

（
11
）�
こ
う
し
た
考
え
に
至
っ
た
の
は
、
岩
手
大
学
平
泉
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
劉
海
宇

教
授
の
示
唆
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
劉
氏
は
現
在
筆
者
が
卯
杖
と
関
わ
り
が

あ
る
と
推
測
し
て
い
る
西
王
母
の
杖
の
論
文
を
執
筆
中
で
あ
り
、
筆
者
も
ま
た
卯

杖
に
つ
い
て
の
別
稿
を
執
筆
中
で
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）�

引
用
は
『
枕
草
子
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1（
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、

一
五
八
、九
頁
）。

（
1（
）�

引
用
は『
源
氏
物
語
６
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
2（
、小
学
館
、一
九
九
八
年
、

一
〇
九
～
一
一
二
頁
）。

（
14
）�

引
用
は
『
枕
草
子
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1（
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、

二
六
五
、六
頁
）。

（
1（
）�

伊
勢
神
宮
に
お
い
て
は
『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
延
暦
年
間
か

ら
行
わ
れ
、
上
賀
茂
神
社
の
初
卯
神
事
、
熱
田
神
宮
の
踏
歌
神
事
に
卯
杖
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

（
1（
）�

谷
川
健
一
他
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
九
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
六
九

年
。

（
1（
）�（
1（
）
前
掲
書
、
五
四
〇
頁
。

（
1（
）�（
1（
）
前
掲
書
、
六
七
五
頁
。

（
1（
）�

岩
手
の
蘇
民
祭
調
査
会
議
編
『
岩
手
の
蘇
民
祭
調
査
報
告
書
』、
岩
手
県
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
20
）�

末
武
保
政『
黒
石
寺
蘇
民
祭
』（
文
化
総
合
出
版
、一
九
七
六
年
、九
四
頁
）に
は
、

藤
原
勉
『
蘇
民
将
来
論
』
の
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）�

岩
手
県
立
博
物
館
編
『
岩
手
民
間
信
仰
事
典
』、
一
九
九
一
年
、
一
五
三
頁
。


